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II. 成果の概要（総括研究報告） 
 補助事業代表者による報告の場合 

 トキソプラズマは非常にクローナルな生物であり、世界中で 15 の遺伝型（ハプロタイプ）の存

在が知られており、またハプロタイプと地理的分布や病原性が非常に相関していることも報告され

ている。一方で、日本を含むアジアにおけるトキソプラズマの遺伝型についての情報はほとんど存

在せず、数少ない解析も北米、欧州で分離される古典的な type I-III を前提にしたものに限られて

おり、15 ハプロタイプという新たな知見に基づいた病原性や分子系統に関する解析が望まれてい

る。 申請者らは最近、日本のトキソプラズマは世界の他の地域とは異なる独自の進化を遂げてい

る可能性を見出した。そこで本研究では、日本由来トキソプラズマをさらに多数分離してハプロタ

イプ解析および病原性を調べることにより、日本におけるトキソプラズマの特異性を調査すること

を目的とする。また、代表的なクローンについては全ゲノム配列を決定し既知のハプロタイプとの

比較を行う。さらにこれらの結果をもとに病原性と連鎖する SNPs を絞り込むことで、日本由来ト

キソプラズマ独自の病原因子の同定を目指す。 
 本年度は、プロジェクトの初年度として、日本由来のトキソプラズマを収集し、病原性およびゲ

ノムデータの解析を行うための実験系を確立し、次年度以降に本格的に運用できるよう整備するこ

とを目指した。実際に本年度は日本由来株として沖縄分離株を中心に 13 株を入手し、そのうち 10
株について実験室でのマウスへの再感染が確認でき、さらに9株が in vitro培養系への導入に成功、

そのうちの 6 株については次世代シークエンサーによる全ゲノム配列の決定に成功した。現在、こ

れらのゲノムの解析を進めているが、そのうちの 1 株について先行して解析を行った。この株は、

従来のタイピングによると弱病原性であるはずのタイプ II に近縁な日本独自ハプロタイプを持つ

にもかかわらず、マウスへの病原性は高病原性ハプロタイプであるタイプ I と同等であるという興

味深いフェノタイプを持っていた。この株の既知の病原因子である ROP5, 16, 18 について解析し

た結果、いずれの遺伝子も高病原型と一致しており、この株の高病原性の原因の一つである可能性

が示唆された（投稿準備中）。現在さらに沖縄では新たにネコ由来の 3 株が分離できつつあり、進

捗は順調であると考えている。一方で、東日本地区においては、本年度は東京のネコのフンを材料

に調査を行ったが計 264 検体からトキソプラズマは検出できなかった。次年度は沖縄での経験を元

に方法の見直しを考えている（以上、永宗、野崎）。西日本でもネコ由来の 1 株が分離でき、解析を

進めている（高島）。北日本地区でも 1 株の分離に成功しており、解析を始めた（西川）。 
 
   It is well-known that Toxoplasma gondii is very clonal organism. It is reported that there are 
15-haprotypes in the world and that there is a close relationship between the haprotype and 
distribution and pathogenicity. On the other hand, there is little data for the genotyping of T. 
gondii in Asia, including Japan. Recently, the applicant’s group suggest that T. gondii in Japan 
has unique genotyope compared with ones in other regions. In this study, we investigate the 
specificity of T. gondii in Japan by isolating much number of T. gondii and analyzing the 
haprotypes and pathogenicities. Further, we try to determine the whole genome of the typical 
clones and compare with established 15 haprotypes. We also try to decide the SNPs linked with 
the pathogenicity to identify the responsible gene(s) for the pathogenicity of Japanese isolates.  
   In this year, as first year of the project, we have started to collect T. gondii in Japan, and 
established the analyses of the pathogenicity and genomic data, for the next years. In this year, 
we obtained 13 of Japanese isolates, mainly from Okinawa islands. Ten of them were able to be 
confirmed the infectivity to the mouse, and nine could be cultured in vitro, and we succeeded to 
determine the whole genome of six clones using by next generation sequencer. Although we are 
analyzing these genome data now, one of them have analyzed formerly. This isolate is similar to 
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weak virulent genotype, type II, but, it has high virulence to mouse like as Type I. We 
investigated the nucleotide sequences of ROP5, 16, and 18, which are known as responsible 
genes for the virulence to mouse. As the sequences of these genes were corresponding with those 
of high virulence strains, the possibility was suggested that these genes were responsible to the 
virulence to the mouse. Now, we are trying to isolate three more clones from Okinawa. On the 
other hand, in the east part of Japan, we could not detect T. gondii from 264 faces of the cat in 
Tokyo area. We are changing the strategy for the isolation. We could also isolate one clone from 
the cat in western Japan. In the Northern Japan, we succeeded to isolate one clone.  
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II. 成果の概要（総括研究報告） 
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with intervillous and decidual pathology in human cases with pregnancy loss」、The 32nd 

Annual Meeting of European Society of Human Reproduction and Embryology、 2016/7/3-6、Helsinki、

poster 国外 

 

3. 名倉由起子、中山雅弘、竹内真、柳原格、「死産あるいは早期新生児死亡肺炎例における肺組織メタ

ゲノム解析」第 52回日本周産期・新生児医学会学術集会、富山、2016/7/16-18、ポスター 国内 

 

4. 吉村芳修、吉田眞一、柳原格、「過酸化水素による Vibrio vulnificus の溶菌と sulfonyl fluoride 化

合物による促進」、日米コレラ部会（日米医学協力研究会コレラ・細菌性腸管感染症専門部会）日本側

総会、2016 年度第１回国内コレラパネル会議、京都、2016/8/5、口頭 国内 

 

5. 柳原格、名倉由起子、吉村芳修、「デジタル PCR の高感度化と臨床診断への応用」第 68 回日本生物工

学会大会、富山、2016/9/28-30、招待講演 国内 

 

6. 柳原格、「ウレアプラズマ子宮内感染のメカニズムの解析」、第 61 回日本新生児育成医学会・学術集

会、大阪、2016/12/1-3、ポスター 国内 

 
（３）「国民との科学・技術対話社会」に対する取り組み 

 
1. 健康危険情報 
健康危険情報の通報（要旨） 
「 死亡した妊婦の検体から Chlamydophila psittaci を同定した事例について 」 
研究開発代表者 永宗 喜三郎  
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（1）通報月日 平成 29 年 3 月 7 日  
（2）事業名 国立研究開発法人日本医療研究開発機構感染症実用化研究事業 新興・再興感染症に対

する革新的医薬品等開発推進研究事業  
（3）研究開発代表者名 永宗 喜三郎  
（4）研究開発課題名 日本におけるトキソプラズマの分子疫学調査と新規診断法の 開発  
（5）所属施設名 国立感染症研究所 
 
2．日本産婦人科学会 HP 

「死亡した妊婦の検体からオウム病病原体を同定した事例について 」（情報提供） 
平成 29 年 3 月 17 日 

   
  ３．報道他 

河北新報総合面、2016.3.25、「英世の研究写真 3000 枚発見」（コメント 柳原格） 

高知新聞社会面、2016.3.25、「野口英世の研究写真発見」（コメント 柳原格） 
福井新聞社会面、2016.3.25、「野口英世の研究写真発見」（コメント 柳原格） 

 
（４）特許出願 

関連特許なし 
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（報告様式４）                                   

【16fk0108110h0301】 

平成 29 年 4 月 28 日 

 

 

平 成 ２ ８ 年 度  委 託 研 究 開 発 成 果 報 告 書 

 

 

I. 基本情報 

事  業  名 ：新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業 

     Research Program on Emerging and Re-emerging Infectious Diseases 

 

研究開発課題名： 日本におけるトキソプラズマの分子疫学調査と新規診断法の開発 

      Molecular epidemiological study of Toxoplasma gondii in Japan and  

         development of novel diagnostic method of toxoplasmosis  

 

研究開発担当者  国立大学法人帯広畜産大学 原虫病研究センター 准教授 西川 義文 

所属 役職 氏名： National Research Center for Protozoan Diseases, Obihiro University of 

Agriculture and Veterinary Medicine, Associate Professor, Yoshifumi Nishikawa 

      

実 施 期 間： 平成２８年４月１日 ～ 平成２９年３月３１日 

 

 

 

II. 成果の概要（総括研究報告） 
研究開発代表者： 永宗 喜三郎  総括研究報告を参照。 

 
 

III. 成果の外部への発表 
（１）学会誌・雑誌等における論文一覧（国内誌  ０件、国際誌  ０件） 

該当なし 
 

（２）学会・シンポジウム等における口頭・ポスター発表 
該当なし 
 

（３）「国民との科学・技術対話社会」に対する取り組み 
1. 寄生虫を観察してみよう、西川義文、第６回畜大ふれあいフェスティバル、2016/12/17、国内 

 
（４）特許出願 

該当なし 
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（報告様式４）                                   

【16fk0108110h0401】 

平成２９年５月１６日 

 

 

平 成 ２ ８ 年 度  委 託 研 究 開 発 成 果 報 告 書 

 

 

I. 基本情報 

事  業  名 ： （日本語）新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業 

      （英 語）Research Program on Emerging and Re-emerging Infectious Diseases 

研究開発課題名： （日本語）日本におけるトキソプラズマの分子疫学調査と新規診断法の開発   
      （英 語）Molecular epidemiological study of Toxoplasma gondii in Japan and development of  

                                 novel diagnostic method of toxoplasmosis  

 

 

研究開発担当者  （日本語）国立大学法人岐阜大学 応用生物科学部 准教授 高島 康弘 

所属 役職 氏名： （英 語）Gifu University, Faculty of Applied Biological Sciences, Associate Professor, 

                           Yasuhiro Takashima 

      

実 施 期 間： 平成２８年４月１日 ～ 平成２９年３月３１日 

 

分 担 研 究  （日本語）西日本における トキソプラズマの分子疫学調査 

開 発 課 題 名： （英 語）Molecular epidemiological study of Toxoplasma gondii in Western Japan 

     

研究開発分担者   （日本語） 

所属 役職 氏名： （英 語） 
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成果の概要（総括研究報告） 
研究開発代表者： 国立感染症研究所・寄生動物部・永宗喜三郎  総括研究報告を参照。 
 

II. 成果の外部への発表 
（１）学会誌・雑誌等における論文一覧（国内誌 0  件、国際誌 0  件） 
（２）学会・シンポジウム等における口頭・ポスター発表 

1. Toxoplasma gondii 岐阜分離株の病原性の評価, 口頭,谷口裕二, 福本準平, 永宗喜三郎,斉藤

大蔵, 鬼頭克也, 高島康弘  第 159 回日本獣医学会学術集会 2016/9/6 国内 
2. マウス胎盤におけるトキソプラズマ感染白血球の挙動, 口頭, 高島康弘, Tatiana Batanova, 

馬場みなみ, 鬼頭克也, 第 159 回日本獣医学会学術集会 2016/9/6 国内 
3. Toxoplasma gondii 感染白血球の血流内および標的臓器内での挙動, 口頭, 馬場みなみ, 

Batanova Tatiana, 鬼頭克也, 高島康弘, 第 159 回日本獣医学会学術集会 2016/9/6 国内 
 

（３）「国民との科学・技術対話社会」に対する取り組み 
なし 

 
（４）特許出願 

なし 
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